






 

「川崎病の突然死予防」に関する厚生省研究班(班長草川三治)は昭和 55 年 2 月に,その時

点でもっとも一般的な治療方法および最善と思われる管理方法についての提案を行った。 

 その後,断層心エコー図検査により,急性期の経過中にも冠動脈の拡張や瘤形成などの病

変の発見がほゞ可能なことが,多くの研究で明らかにされた。そこで,前回の提案を改訂し

て,昭和 58年 2 月現在における川崎病の治療および管理基準案を新たに提案することにし

た。 

 断層心エコー図が普及したとはいえ,経時的にくりかえし検査を実施できる施設はなお

限られている。従って,今回の案では断層心エコー法を実施できなかった場合も考慮して,

治療,長期管理,生活・運動の管理の原則につき提案する。なお,現時点でも川崎病の原因や

発生機序は不明のままであるので,基準とは云っても,今後の進歩と共に改訂される余地が

残されていると思われる。従って,それぞれの医師が本案を参考にしつつ,より良いと思わ

れる治療や管理方法を行なうことは差支えないことを附記しておく。 


